
在チェンナイ日本国総領事館  海外安全対策情報  

令和８年度第２四半期（令和８年７月～令和８年９月）  

 

１ 治安情勢  

（１）  概要  

令和７年４月 22 日にカシミールにおいて発生したテロ事件では、観光客ら

に対する銃撃により、少なくとも 26 人が死亡し、多くの負傷者が出ました。

また、同年 11 月 10 日にはインド首都ニューデリー近郊においても車両爆発

によるテロ事件が発生し、報道によれば、少なくとも 15 名の死者と複数の負

傷者が出ました。依然として、インド国内ではテロへの警戒が必要です。  

チェンナイ総領事館管内の治安はおおむね安定していますが、ひったくり、

すり等の犯罪は多発しており、特に低所得者居住地区周辺などでは殺人、強

盗、性犯罪、違法薬物事案が日常的に発生していますので、こうした地区には

近づかないで下さい。  

（２）  注意点  

ア スマートフォンやバッグ、ネックレス等のひったくりが多発しており、警察

が注意を呼びかけています。いわゆる「歩きスマホ」は周囲への注意が散漫に

なりやすく、無防備なターゲットとして狙われるおそれがありますので控え

て下さい。  

イ SNS などに偽の URL を送りつけ、スマートフォンに記録された情報を勝手

に送信する不正なアプリをダウンロードさせるなどしたサイバー犯罪が発生

しており、警察が注意を呼びかけています。身に覚えのないメッセージなどに

記載された URL は、不用意に開かないよう注意してください。  

 

２ 邦人の犯罪被害発生状況  

  期間中、当該情報には接していません。  

 

３ 邦人の交通事故被害発生状況  

（１）期間中、当該情報には接していません。  

 

（２）インドの一般的な交通環境  

インドの車両保有台数は全世界の１％にもかかわらず、年間の交通死亡事

故件数は約 11％を占めていると言われています。最新である令和６年の統計



では、全国で約 19 万人もの方が交通事故で亡くなっており、とりわけタミル・

ナド州では、全国ワースト２位となる約２万人を記録しています。実際、国民

の交通安全意識は高くなく、飲酒運転、逆走、信号無視、バイクの歩道通行、

携帯電話使用運転などの交通違反、無理な追い越し、割り込みが常態化してい

るなど交通環境は劣悪ですので、当地では自ら運転することは可能な限り避

けて下さい。また、徒歩で外出する際は常に周囲の状況を慎重に確認し、事故

に巻き込まれないよう十分注意して下さい。  

（３）チェンナイ市内においては、高架道路と一般道路の合流地点、横断歩道、Ｙ

字交差点における交通事故発生率が高いとの分析がありますので、こうした

場所を通行する際には、十分な注意が必要です。  

 

４ テロ・爆弾事件発生状況  

期間中、当館管内において当該情報には接していません。  

 

５ 外国人に対する誘拐・脅迫事件発生状況  

期間中、当該情報には接していません。  

 

６ 日本企業の安全に関わる諸問題  

  期間中、当該情報には接していません。  

 

７ 公共交通機関の状況  

インドの長距離列車や駅においては、殺人、性犯罪、窃盗等の犯罪のみならず、

テロや衝突・脱線事故、荒天時の無理な割り込み乗車によるトラブルが多発して

おり、決して安全とは言えない状況です。また、流しのタクシーやオートリキシ

ャーは、目的地到着時に法外な料金を請求するなど、トラブルに発展することが

あります。利用時には、信頼できるドライバーやタクシー配車アプリを活用する

など十分注意してください。  

 

８ 密輸  

インド税関によりますと、10,000 米ドル相当を超える外貨を持ち込む場合は

税関申告が必要であるほか、金、銀の輸入は少量であっても持ち込みが禁止され

ています。  

法令違反があった場合、金品の没収、身柄拘束（逮捕）、高額な罰金や関税を



科される場合があります。法律を知らなかったなどの言い訳は一切通用しませ

んので、免税範囲を超える金品を持ち込む場合には必ず税関申告を行ってくだ

さい。  

 

９ 大規模災害  

期間中、邦人の被害情報には接していません。なお、令和８年８月にはケララ

ム州において豪雨災害が発生し、土砂崩れなどにより少なくとも８人の方が亡

くなっています。災害はいつどこで発生するかわかりませんので、滞在中は、現

地の最新の情報を入手するよう努めてください。  

 

10 旅券の保管・管理について  

旅券を紛失・再発給するケースが多く発生しています。旅券は海外で身分を証

明する唯一の公文書であり、再発給の手続きには戸籍謄本（原本）又は電子戸籍

パス（戸籍電子証明書提供用識別符号）が必要になるなど相当な時間と労力が必

要となりますので、旅券の保管・管理は厳重に行ってください。また、旅券に飲

食物等をこぼして汚損したり、お子様が旅券に落書きしたり破いたりした場合

等は出入国を拒否される可能性がありますので、旅券の保管・管理には十分ご注

意下さい。  

 

11 海外旅行保険の重要性について  

インドでは外国人が病気やけがで入院した場合、病院に対して速やかな費用

支払いを確約できることが必要であり、支払い能力がない場合は入院・治療を拒

否されます。また、医療レベルが高い病院での手術・入院治療は相当に高額です。

インド国内においても、２週間の入院費用だけで 400 万円超となった事例もあ

ります。そのため、インド渡航・滞在に当たっては入院・治療費、さらには緊急

移送までカバーされる海外旅行保険への加入を強くお勧めします。なお、クレジ

ットカード付帯の海外旅行保険は、利用条件や制約により適用されない場合も

ありますので、旅行前に条件をよく確認して下さい。  

 

 

以上  


